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エンジン
概要

1-エンジン内部のフリクションを低減し，燃費の向上を図るために，以下の変更をしました。 
，ピストンのスカート部に二硫化モリブデンコート処理を採用。（全車）
搴ローラー式バルブロッカーの採用。（スーパーチャージャー3八1車）

2 -エンジンエアベント配管を廃止し，リザーブタンクの容量を増やしました。（NA，皿8051車) 
3.インテークマニホールドの材質を樹脂に変更しました。㈤入，1^0車）

構造，作動
〔1〕動弁機構 “ Vニメ:い」:ス卞
(1)バルブロッカー

カムシャフトとの当り面にローラーを用いたバルブロッカーを採用し，フリクシヨンの低減を図りました。

(2)カムシャフト
カムプロフイル，タイミングを変更しました。（スーパーチャージヤー3八丁車)

リヤ側

(フロント側端面)

80
上死点
4° 14°

下死点
最大バルブリフト 

㈧8伽01 
已父8-001(11 丁已0358^
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エンジン
〔2〕エンジンクーリングシステム 

(1)エアベント配管
エアベント配管を廃止しました。（ラジエーター部にはゴムキャップを装着）併せてエンジン側のエア技きホー 

スの引廻しを変更しました。（％803八1車除く）

キャップ

〔嫩庫〕

〔305以丁車〕

丁已0359卩

(2)リザーブタンク
しエアベント配管廃止に伴い，リザーブタンクを大 

きくし，空気溜りの容量を増大しました。（全車） 
2.視認性向上のため，レベルゲージを追加しました。 

(バン.ワゴン系）

(3)冷却水

エアベント配管廃止に伴い，冷却水の全容量を変更しました。
1…変更箇所

仕様

；エンジン区分 :气' EN07V 1 丽07^

ミッション区分 八丁

リヤヒーター有無 有 — 有 盤
ハハ 有 — 有 3111：

〆き尊、

冷却水
銘柄 スバルクーラント

全容量（じ 
リザーブタンク含 5,4 5.1 0.3 6.0 6.3 6.0 6.4 6.1
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エンジン
〔3〕エアインテークシステ厶

(1)エアインテークマニホールド

1，腿仕様，及び1^0車に樹脂製インテークマニホールドを採用し，軽量化を図りました。
2.インテークマニホールドの樹脂化に伴い，インテークマニホールドガスケットを〇リングタイプに変更し，併 

せてスロットルボディガスケットを鉄板十発泡ゴムタイプに変更しました。

〇リング

矢視六 位置合わせ
丁日0361卩

〔4〕フューエルシステム
(1)フューエルパイプ

インテークマニホールドの樹脂化に伴い，インテー 

クマニホールド部フューエルパイプの形状を変更 
し，インシュレーターを廃止しました。

〔5〕エンジンエレクトリカル
(1)エンジンハーネス

オイルプレッシャーハーネスを分割し，作業性の向 

上を図りました。

、160363？
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2—2 シャシ
〔1〕ペダルをケーブルシステム 

(1)クラッチスタートシステム

変更概要
皿丁全車にエンジン始動時，クラッチペダルを踏み
込まないとエンジンを始動できないクラッチスター
トシステムを採用しました。

構造^作動
1. クラッチペダル八887のブラケット側に取り付けた 

クラッチスイッチとペダルレバー側のストッパー 

で構成しています。
2. クラッチスイッチは，01^ — 〇ド孖タイプのスイッ 

チで，プッシュロッドを押し込むと〇汉になりま 
す。

3. クラッチペダルをいっぱいに踏むと，ペダルレバー 

側のストッパーでクラッチスイッチのブッシュロッ 
ドが押し込こまれ，その状態で10スイッチを〇]^に 

すると，スターターインターロックリレーが'作動し 
てスターターに電力が供給され，エンジンが始動し

ます。
なお，クラッチペダルを踏まない場合は，スイッ 
チが〇孖卩のため，エンジン（スターター）は始 

動しません。

スターターインターロックリレ

丁

16 5別

爾

クフツナス1ツナ 

------〇 ""0----------

^~〇 0

スターター

8806028
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^^2 — 3 ボディ
〔1〕ボディ外装.本体 

概要
⑴に7

ワゴンのスライドドアにチャイルドロック機構を

追加し，スライドドア開閉時の安全性を向上しま 

した。

ウインドウガラス
プライバシーガラスの色合いを，ブロンズ色から
グリーン色に変更しました。（0部）
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ー ボデ1 ^
構造，作動

(1)スライドドアチャイルドロック

1.通常の彳犬態
(インナーハンドルによりスライドドアの開閉が可能な状態）|，チャイルドロックレバー：アンロック側

1翁セーフテイノブ ：アンロック側

ぐ作動ン
癱インナーハンドルはインサイドレバーと一体で回転します。チャイルドロックレバーがアンロック状態では， 

チャイルドロックレバーと連結のチャイルドロックリンクのピン八とインサイドレバーがかみ合っています。

參一方，ラッチを開閉するリモートレバーはピン6を介してアウトサイドレバーに連結しています。
，インナーハンドルをオープン方向に動かすと，インサイドレバーにかみ合っているピン八はベースプレートの 

長穴に沿って回転し，アウトサイドレバーを動かし，ピン8を介してリモートレバーをラッチオープン側へ回 

転させるので，ラッチが開きます。
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一^ ィ ^^

2.チャイルドロックの状態

(チャイルドロックによりスライドドアが開かない状態） |參チャイルドロックレバー：ロック側

I馨セーフティノブ ：アンロック側
ぐ作動〉

擧チャイルドロックレバーをロック側にすると，ピン八はベースプレートの長穴に沿って移動し，インサイドレ 
バーの凹部から外れるため，インサイドレバーの動きがアウトサイドレバーに作用しないので，インナーハン 
ドルを操作してもラッチを開けることが出来ません。

鲁チャイルドロックの状態でも，アウターハンドルをオーブン方向に動かすとリンクを介してアウトサイドレバー 
を回転し，ピン;6を介しリモートレバーをラッチオープン方向へ回転させるので，ラッチが開きます。

チャイルドロックリンク

チャイルドロックレバー

ロック インサイド 
レバー

ィンナーハンドル回転中心 

アウトサイドレバー 

(リンクを介して）アウターハンドルへ^

アウターハンドル
才ープン

ピン8

インナーハンドル 
オープン

リモートレハー

(ロッドを介して） 
ラツナへ

フッチオーブン

參アウターハンドルによ

る開操作時の作動
アウターハンドル

リンク

アウトサイドレバ'一

ピン8

リモートレハー

ロッド

ラッチ

180463？
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ボディ
3.キーおよびセフテイノブのロック状態

(アウターハンドルでもインナーハンドルでもドアが'開かない;!欠態）1.チャイルドロックレバー：アンロック側
1籲セーフテイノブ ：ロック側

ぐ作動〉
キーロックレバーをロック側にすると，ピン8がべースプレートの長穴に沿って上方へ移動し，アウトサイドレバー 

の凹部から外れるため，アウトサイドレバーの動きがリモートレバーに伝えられません。このため，インナーハンド 
ルオープン方向の動きがラッチに伝えられず，インナーハンドルでラッチを開けることが出来ません。また同様 

に，アウターハンドルオープン方向の動きもラッチに伝えられず，アウターハンドルでもラッチを開けることが 
出来ません。



ボディ
〔2〕ボディ内装
⑴マット

鲁静粛性向上のため，4シーター仰に荷室マットを追加し，V。に荷室インシュレーターを追加しました。 
參上記により，4シータ ー¥6, V。は，荷室寸法.開口部寸法が変更となりました。

寸法 変更前寸法 差

荷室高さ 1200 1225 -25

開口部有効高さ 1015 1025 —10

開口部長さ 1155 1180 -25

開口部有効高さ 1005 1015 -10

開口部高さ 1150 1175 -25

(2)アシストグリップ
V。ディアス，クラシックワゴンに，利便性向上のため，助手席側に乗降用グリップを追加しました。
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2-4 1 5日5エアバッグシステム压シートべルト―
〔1〕383エアバッグシステム

フロントサブセンサー3個のうち中央の1個を廃止しました。

〔2〕シートベルト
，4シーターバンにリヤシートベルトを追加し，チャイルドシートを固定するのに便利な八1^11機構を持つ 

を採用しました。
^デイアスのリヤシートベルトをからに変更しました。
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2-5 ボディエレクトリカル
〔1〕コンビネーションスイッチ

コンビネーションスイッチアダプターコードとフロントハーネスのコネクターを統合しました。 
10極父2個—16極XI個（トラック）

ク— 24極XI個（バン，ワゴン）

〔2〕ボディアース
ボディアース回路の取りまわしを一部変更しました。
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